
セミナー番号 セミナー略称S131277 自動車低燃費化全コースの受講料：137,500 円 (  S&T 会員 129,400 円 )   

軽量化樹脂 ・ 複合材料＆
　　　　　　　　エンジンの高機能化特集

軽量化 ・ 燃費向上に向けて、 全３コースで行います。
( 選択受講 , 各コースで別の方の参加も可能です )

特別コースセミナー自動車低燃費化に向けた次世代技術

自動車軽量化に貢献する
　　　　高機能化樹脂開発の動向

会場：東京・大田区平和島 東京流通センター 2F  第 5 会議室

第 2 部 オンライン塗装可能な次世代樹脂フェンダー材の開発
【12:30 ～ 13:40】 講師 ： SABIC イノベーティブプラスチックスジャパン ( 合 )
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自動車営業部 用途開発主任　菅原 誠　氏

第 3 部 高機能性ポリアミドの開発と自動車部品への適用状況
【13:50 ～ 15:00】 講師 ： 東洋紡 ( 株 )　総合研究所　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            エンプラ技術センター　中川 知英　氏

高機能
樹脂編

車両軽量化に向けた樹脂部品・材料の今後
の見通し・取組指針と開発動向を解説！

受講料：52,500円 ( S&T会員 49,800円 )  ※資料・昼食付

第 1 部 自動車軽量化動向と樹脂部品市場の今後の見通し
【10:30 ～ 11:50】 講師 ： ( 株 ) 野村総合研究所　コンサルティング事業本部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コンサルタント　合田 索人　氏／川端 栄佑　氏

１．軽量化のモチベーション
　1.1 低燃費化・低炭素化に向けた規制
　1.2 軽量化による燃費改善効果
　1.3 電動車両における軽量化の重要性

２．軽量化する部品・しない部品
　2.1 部品別の軽量化ポテンシャル

　2.2 各社の取り組み
　2.3 電動車両における軽量化機会

３．軽量化にどう取り組むべきなのか？
　3.1 軽量化実現のために重要な要素
　3.2 軽量化実現に向けた協業体制

　□ 質疑応答 □

第 4 部 PPS 樹脂発泡体の開発と自動車分野への適用展望
【15:10 ～ 16:20】 講師 ： 古河電気工業 ( 株 )　高分子技術研究所 
                                                                          主査　小久保 陽介　氏

更なる軽量化を目指して！ 日時：2013 年 12 月 3日（火）  10:30 ～ 16:20

１．自動車部品樹脂化の動向
　1.1 樹脂化の必要性
　1.2 自動車部品樹脂化の現状
　1.3 今後の部品樹脂化の可能性

２．NORYL GTX樹脂によるフェンダー樹脂化
　2.1 樹脂フェンダーの採用事例
　2.2 フェンダー樹脂化の利点と課題
　2.3 樹脂フェンダー材料への要求特性
　2.4 樹脂フェンダー向けNORYL GTX樹脂

３．フェンダー樹脂化の課題とSABICの取り組み
　3.1 樹脂フェンダー開発の流れ
　3.2 フェンダー樹脂化の課題と対応
　3.3 事例：熱変形解析による部品設計の最適化
　3.4 事例：樹脂特性を活かした
　　　　　　　歩行者保護構造の一体化

　□ 質疑応答 □

１．自動車内外装における機能性ポリアミド採用事例
　1.1 機能性ポリアミドの特性領域
　1.2 製品事例と機能特性
　1.3 樹脂化を進めるためのコンセプト例

２．発泡に適したポリアミド樹脂の設計
　2.1 コアバック発泡に適したポリアミド改質コンセプト
　2.2 ポリアミド改質、成形条件による発泡状態コントロール　
　2.3 発泡状態と成形品特性
　2.4 製品事例、発泡成形品特性例

３．ガラス高充填ポリアミドの設計例
　3.1 ガラス高充填化による強度、弾性率挙動
　3.2 ガラスの形状と
        破損傾向から得られる設計コンセプト
　3.3 ガラス高充填ポリアミドの設計例と特性紹介

４．高融点植物由来ポリアミドの紹介
　4.1 材料コンセプト
　4.2 特性例

　□ 質疑応答 □

セミナー番号 セミナー略称

１．古河電工の発泡技術
　1.1 MC発泡技術とは
　1.2 MC発泡体の特徴
２．MCPPSの開発
　2.1 開発コンセプト
　2.2 PPS樹脂の特徴
　2.3 MCPPSの特徴

３．MCPPSの自動車分野への適用展望
　3.1 MCPPSのターゲット市場
　3.2 自動車業界の動向とニーズ
　3.3 MCPPSの用途提
４．今後の方針と課題

　□ 質疑応答 □

S131203 自動車高機能樹脂

自動車次世代エンジンの
　　　　開発とエネルギー回生技術

会場：東京・中央区東京都中央区総合スポーツセンター  4F 第 1・2会議室

第 2 部 クリーン & グリーンディーゼルエンジンとその将来動向
【12:30 ～ 13:50】 講師 ： 帝京大学　理工学部　機械 ・ 精密システム工学科
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教授　森　一俊　氏

第 3 部 予混合圧縮自己着火 （HCCI） 燃焼と
           廃熱回収を組み合わせた高効率エンジンシステム
【14:00 ～ 15:20】 講師 ： 首都大学東京　大学院　理工学研究科　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  機械工学専攻　教授　首藤 登志夫 氏

エンジン編
更なる燃費向上に向けたエンジンの高効率
化、廃熱回収、電力回生技術を解説！

受講料：52,500円 ( S&T会員 49,800円 )  ※資料・昼食付

第 1 部 日産自動車の環境への取り組みとガソリンエンジンのダウンサイジング技術
【10:30 ～ 11:50】 講師 ： 日産自動車 ( 株 )　パワートレイン開発本部
　　　　　　　　　　　　　　　　パワートレイン第１技術開発部　主管　安岡　正之　氏
１．取り巻く環境
　1.1 地球温暖化問題とその影響 
　1.2 温暖化を抑制するために
　1.3 温暖化を抑制するために
　1.4 原油生産量と見通し
　1.5 エネルギー課題
２．環境に対する取り組み
　2.1 日産自動車の取り組み
　2.2 CO2削減に向けた技術革新

３．ガソリンエンジンのCO2低減技術
　3.1 技術開発の方向性
　3.2 効率向上技術
　3.3 エネルギー回生技術
４．ガソリンダウンサイジング過給エンジン
　4.1 ダウンサイジングでCO2が低減できる理由
　4.2 ダウンサイジング過給を支える技術
　4.3 新開発4気筒1.6L直噴ターボチャージャエンジン
　4.4 新開発3気筒1.2L直噴スーパーチャージャエンジン

第 4 部 自動車の燃費向上に向けた回生制動 ・ エネルギ回収技術の動向
【15:30 ～ 16:50】 講師 ： ( 独 ) 産業技術総合研究所 エネルギー技術研究部門
                                                                      客員研究員　清水 健一 氏

更なる燃費向上を目指して！ 日時：2013 年 12 月 9日（月）  10:30 ～ 16:50

１．はじめに
　1.1 ディーゼルエンジンの概要
　1.2 ディーゼルエンジンの歴史 
２．ディーゼルエンジンを取り巻く環境
　2.1 排出ｶﾞｽ規制とその対応 
　2.2 CO2と燃費基準について 
３．ディーゼルエンジンの出力と
　  熱効率向上および排出ガス低減技術の経緯
　3.1 出力と熱効率向上の経緯 
　3.2 排出ｶﾞｽ低減技術の経緯
４．ディーゼルエンジンの燃焼とその制御技術 
　4.1 ディーゼルエンジンの燃焼コンセプトと理論サイクル 
　4.2 ディーゼルエンジンの燃焼制御技術 
５．ディーゼルエンジンの後処理システムとその制御技術 
　5.1 PM低減用後処理システム

　5.2 NOx低減用後処理システム
　5.3 PM&NOx同時低減後処理システム 
６．予混合ディーゼル燃焼 
　6.1 HCCI燃焼 
　6.2 PCI燃焼 
７．ディーゼルエンジンの低燃費化・
　  低CO2化技術 
　7.1 燃焼とサイクル 
　7.2 各種損失低減&廃熱回収 
　7.3 HEV化 
　7.4 バイオディーゼル燃料(BDF)
８．おわりに
　8.1 ディーゼルエンジンの
       将来動向とその未来

１．予混合圧縮自己着火燃焼の特徴と課題
　1.1 混合気形成と着火方式によるエンジンの分類
　1.2 予混合圧縮自己着火燃焼エンジンの
　　　 位置づけと利点
　1.3 予混合圧縮自己着火燃焼の
　　　 自動車エンジンへの応用における課題
２．自動車の効率向上における廃熱回収の有効性
　2.1 エンジンの熱効率と熱バランスの基礎
　2.2 自動車における廃熱回収技術
　2.3 燃料改質による化学的な廃熱回収

３．予混合圧縮自己着火燃焼と廃熱回収を
       組み合わせた高効率エンジンシステム
　3.1 予混合圧縮自己着火燃焼における
        水素による着火制御
　3.2 水素が持つ低温酸化反応抑制効果
　3.3 メタノールの改質による水素とジメチルエーテルの
        生成と化学的な排気熱回収
　3.4 予混合圧縮自己着火燃焼と廃熱回収の
        組み合わせによる高い総合効率

４．まとめ

セミナー番号 セミナー略称

１．自動車の燃費向上技術の概要
　1.1 自動車のロスの寄与度と改善手法の概要
　1.2 動力源の高効率化手法の概要
　1.3 駆動系以降のロスの低減手法の概要
　1.4 ロスの回生（回収/再利用）手法の概要
２．EV,HEVの回生制動の目的と効果
　2.1 回生制動技術の変遷
　2.2 パワートレインの形式と回生制動の効果
　2.3 回生システムの考え方と課題
　2.4 要素部品と回生効果

　2.5 回生・摩擦制動協調制御の現状と課題
３．エンジン車の回生制動
 　3.1 ２ステージオルタネータと回生制動の原理
 　3.2 現状のシステムの分類
 　3.2 システムの効率を左右する要素
 　3.3 省燃費化の要求とシステムのトレンド
４．廃エネルギ回収技術の現状と課題
 　4.1  熱電変換
 　4.2. 熱音響変換
 　4,3, 排気圧利用

S131299 車とエンジン

※各部5分ほどの質疑応答のお時間を含めます。

【塗布膜・乾燥コントロールコース】
★塗工液から乾燥までの一連のコーティングプロセスが理解できます。トラブルへの対応能力を習得できます。

セミナー番号 セミナー略称S130602 コーティング２

セミナー番号 セミナー略称S130601 コーティング１

コーティング塗布膜・乾燥の基礎、
　ノウハウとトラブルへの対策＆勘所

日時：2013 年 6月 20 日（木）  10:30 ～ 16:30

会場：東京・江東区亀戸 商工情報センター  9F　第 2研修室

1コース受講料：47,250円 ( S&T会員 44,800円 )  ※資料・昼食付

　本講座では、 コーティングの基礎を学習するとともに、 塗膜プロセスの本質を理解することを目的としている。 また、 高品位化・高速化を考察することにより、
塗布乾燥におけるトラブルを解決する能力を養う。 さらに、研究開発・トラブルフォローといった実務上での取り組み方について、豊富な実例を交えて解説する。
セミナーで紹介するデータの殆どは講師の研究室で取得したものであり、 データの取得方法や解析ノウハウを含めて紹介する。
　本講座を通じて、 初心者にも分かりやすく、 基礎から学んでいただけます。 また、 受講者が抱えている日々のトラブル相談にも応じます。

コーティング・塗布のための
　　　　　　添加剤コントロール技術

日時：2013 年 6月 21 日（金）  10:30 ～ 16:30

会場：東京・港区浜松町 東京都立産業貿易センター 浜松町館

1コース受講料：47,250円 ( S&T会員 44,800円 )  ※資料・昼食付

セミナー番号 セミナー略称S130688 コーティング１～３

全コースの受講料：126,000 円 (  S&T 会員 119,700 円 )   

１． コーティングの基礎
　1.1 塗工液から塗膜への変化とは？　～表面と界面の形成～
　1.2 塗膜の乾燥とは？　～塗膜の凝集性が高められる！～
　1.3 ダイ ・ コンマ ・ マイクログラビアコーティング
　1.4 スピン、 スリット、 インクジェット、 ナノ粒子ペースト
２． 濡れを制御する！　～濡れの不確定要素を見極める！～
　2.1 Young の式により濡れ現象を理解する！　～親水化と疎水化の定義～
　2.2 表面エネルギーの使い方　～濡れをエネルギー次元で考える！～
　2.3 接触角を理解する！　～接触角の使い方～
　2.4 ウェットプロセスの評価手法をマスターする！　～濡れ仕事と拡張係数～
　2.5 パターン配置による濡れ　～ピンニング効果を抑える！～
　2.6 基板材質の差による濡れ　～ Cassie の式を使いこなす！～
　2.7 基板の凹凸による濡れ　～ Wenzel の式を使いこなす！～
　2.8 時間変化による濡れ　～初期濡れを決定する！～
３． 乾燥を制御する！　～乾燥のツボを抑える！～
　3.1 拡散　～塗膜内の溶剤移動の促進～
　3.2 蒸気圧　～乾燥を促進する環境設定～
　3.3 ラプラス力制御　～塗膜の凝集性の発現～
　3.4 乾燥装置の最適化の要因　～乾燥速度、 乾燥限界とは？～

　3.5 減圧乾燥による膜質改善　～膜内応力の緩和～
　3.6 スピン乾燥の膜質制御　～膜内均一性の向上～
４． トラブルを解決する！　～発生原因を特定し解決能力を鍛える！～
　4.1 ピンホールの抑制方法　～濡れ不良、 拡張濡れ法～
　4.2 表面硬化層の形成過程　～塗膜内の凝集性分布～
　4.3 乾燥ムラの発生メカニズム　～塗布膜の面内不均一～
　4.4 膜剥離の防止法　～ポップアップ ・ ガス発生～
　4.5 クラックの抑制　～積層膜での応力マッチング方法～
　4.6 クレイズの発生メカニズム　～環境応力亀裂～
　4.7 フラクタル粘性指状 （ＶＦ） 変形とは？　～界面付着面積の減少要因～
　4.8 微粒子の乾燥メカニズム　～ウォーターマークの防止方法～
　4.9 フイルム剥離残渣のメカニズム　～応力の集中と緩和に支配される～
５． コーティングを管理する　～信頼性を高めるには？～
　5.1 光散乱法によるフィルムエッジ検出　～膜剥離残り対策～
　5.2 光干渉法による薄膜の膜質評価　～屈折率分散による膜質管理～
　5.3 フィルムの帯電制御と評価　～帯電メータによる管理方法～
　5.4 塗膜の品質保証　～劣化、 加速試験、 寿命評価の基礎～

【コーティング用添加剤コース】
★平滑性など表面調整、添加剤の選定と活かし方、さらにブラックボックスな機能発現メカニズムにも踏み込む！

コース

A

コース

B

機能性ウェットコーティング ・
塗布膜のスキルアップ＆トレンド技術

高品位そして高機能に向けて、 ３コース計４日間で行います。
( 選択受講 , 各コースで別の方の参加も可能です )

　電池の専門家、 電子部品の設計者、 フィルムの技術者など、 それぞれ専門性の高い仕事をされておられる方に、 材料分野での単位技術を紹介したい。
　粒子の分散安定化、 塗布時の基材への濡れ性、 塗布したものの平滑性などの課題を取り上げる。 また問題解決のための基本的アプローチと、 解決策とし
ての添加剤技術を紹介する。 さらに、 とかくブラックボックスと思われる添加剤の構造 ・ 機能発現メカニズムにも踏みこむ。 もちろんコーテイング材 ・ インキの
技術者の方も歓迎である。

講師 ： ビックケミー ・ ジャパン ( 株 ) 塗料添加剤部 技術部長　若原 章博 氏

講師 ： 長岡技術科学大学 工学部 准教授　河合 晃 氏

◆得られる知識、 技術など◆
　分散安定化の基本、 濡れ性 ・ 平滑性など表面調整の基本技術、 添加剤の構造と選定の仕方及び配慮すべき注意点。 添加剤の機能発現のメカニズムの
理解を深め、 各アプリケーションへの応用を考えてもらえるガイドにしていただきたい。
　コーティングで発生するであろう問題とその解決へのアプローチを、 事例を挙げて紹介する。 また添加剤を場当たり的ではなく、 筋道だって検討 ・ 選定でき
るよう、 その構造と機能発現メカニズムを説明する。 添加剤使用にあたっての、 予想される不具合、 確認しておくべき特性も述べる。 また環境配慮 ・ 再生産
可能材料開発への添加剤からの材料 ・ 技術提案を行いたい。

１． 粒子分散で困った ； 粒子の分散安定化
　1.1 粒子が濡れていかない！
　1.2 分散粘度が高い！
　1.3 凝集体が残る！
　1.4 すぐに沈降する！
２． 塗布性を上げたい！
　2.1 うまく吐出しない ・ 微粒化が悪い！
　2.2 基材への濡れが悪い！
　2.3 ハジキやへこみを防止したい！
　2.4 膜が波打つ ・ ラウンドが見られる、 平滑にしたい！
　2.5 コーヒーリングを解消したい！
　2.6 縦面がたれる、 パターンが崩れる！

　2.7 泡が消えない！
３． 膜の特性をもうひとひねりしたい！
　3.1 撥水 ・ 撥油性を持たせたい！
　3.2 スリキズが付かないようにしたい！すべり性がほしい！
　3.3 ソフトフィール感をだせないか？
　3.4 密着性 ・ 付着性を上げたい！
４． コーティング材でのナノ粒子ディスパージョンのうれしさ
　4.1 シリカ ・ アルミナ
　4.2 バイオポリマー
　4.3 カーボンナノチューブ

特別コースセミナー

講師紹介 ◆ 講師紹介割引申込書 ◆

⇒ 講師紹介割引　63,000円 （通常受講料の半額）　

⇒ 講師紹介割引　23,600円（通常受講料の半額）　

⇒ 講師紹介割引　23,600円（通常受講料の半額）　



申込代表者情報

DMセミナー申込用紙

FAX 03-5733-4187 サイエンス&テクノロジー
検索
サイトで で検索！HPからも

お申込みができます

機能性コーティングのトレンド技術
日時：【1日目】2013 年 6月 27 日（木）  10:30 ～ 16:30
　　　【2日目】2013 年 6月 28 日（金）  10:00 ～ 17:00
会場：東京・大田区蒲田 大田区産業プラザ（PiO）  6F D 会議室

セミナー番号 セミナー略称S130603 コーティング３

第 2 部 耐擦傷性技術　～自己修復塗料とハードコート～
【1 日目 ： 6 月 27 日 ( 木 ) 13:00 ～ 14:40】
講師 ： バイエルマテリアルサイエンス ( 株 )
　　　　　　イノベーションセンター ICJ 執行役員 センター長　桐原 修　氏

第 3 部 ウェットコーティングによる機能性薄膜のトレンド技術
【1 日目 ： 6 月 27 日 ( 木 ) 14:50 ～ 16:30】
講師 ： 慶應義塾大学 理工学部 准教授　白鳥 世明　氏

※価格はすべて税込み

コース

Ｃ(２日間 )
【機能性コーティング：トレンドコース】
★講師 7名、2 日間で機能性塗布技術の最前線を学びます。

Aコースのみ参加　6月20日　　   　S130601（コーティング１）

Bコースのみ参加　6月21日　　   　S130602（コーティング２）

Cコースのみ参加　6月27日,28日　S130603（コーティング３）

上記　Aコース＋Bコース　を参加　S130655（コーティング１＋２）　

上記　Aコース＋Cコース　を参加　S130666（コーティング１＋３）　

上記　Bコース＋Cコース　を参加　S130677（コーティング２＋３）　

上記　Aコース＋Bコース＋Cコース　【全コースの参加】　S130688（コーティング１～３）

受講料

参加セミナーに
レ印をお付け下さい

コース種別 講師紹介割引

\23,600

\23,600

\36,700

\36,700

\47,200

\47,200

\63,000

\47,250

\47,250

\73,500

\73,500

\94,500

\94,500

\126,000

Ｃコース受講料：73,500円 ( S&T会員 69,800円 )  ※資料・昼食付

レ印

【※複数のコースに参加される場合、各コースで別々の方 (代理の方 )でのご参加も可能です。】

第 5 部 ナノ粒子配合によるウェットコート塗布液と高機能化
【2 日目 ： 6 月 28 日 ( 金 ) 11:40 ～ 13:10】
講師 ： 日揮触媒化成 ( 株 ) MM 第二研究Ｇ マネージャー　村口 良　氏

第 6 部 フッ素系ウェットコーティング　～耐指紋性 ・ 防汚技術～
【2 日目 ： 6 月 28 日 ( 金 ) 13:50 ～ 15:20】
講師 ： ( 株 )ＫＲＩ アドバンスド材料研究部 主任研究員　丹羽 淳　氏

第 7 部 ゾル－ゲル法による超親水／超撥水ウェットコーティング
【2 日目 ： 6 月 28 日 ( 金 ) 15:30 ～ 17:00】
講師 ： 豊橋技術科学大学 電気 ・ 電子情報工学系 教授　松田 厚範　氏

１．フッ素化合物の特徴　～なぜフッ素化合物は水や油をはじくのか？～
２．従来の撥水撥油剤とその問題点　～規制による実質使用不可～
３．代替化合物とその問題点　～単純代替は性能不足～
４．新規撥水撥油剤　～C4化合物でC8化合物並みの性能～
５．新規撥水撥油剤の用途
６．新規撥水撥油剤の課題と将来展望

第 1 部 無機 - 有機ハイブリッド ハードコート技術とさらなる高機能化
【1 日目 ： 6 月 27 日 ( 木 ) 10:30 ～ 12:10】
講師 ： アトミクス ( 株 ) 機能材料部 主幹 ・ マネージャー　佐熊 範和　氏

１．無機-有機ハイブリッド樹脂の基礎　　　　　　　２．ハイブリッド樹脂各論
３．無機-有機ハイブリッド型ハードコート材料　　 ４．ハードコートの高機能化

第 4 部 コロイダル水溶液の調製と機能性薄膜コーティング
【2 日目 ： 6 月 28 日 ( 金 ) 10:00 ～ 11:30】
講師 ： 岐阜大学 工学部 化学 ・ 生命工学科 准教授　伴 隆幸　氏

～ハードコート , 自己修復 , 粒子配合 , 防汚 , 超親水 ・超撥水～

※申込用紙が複数枚必要な場合等は、本用紙をコピーしてお使いください。

会社名
団体名

部　署

住　所

TEL FAX

E-mail

氏　名

ふりがな

〒役　職

●お申込みについて
　申込用紙に必要事項をご記入のうえ、FAXでお申込みください。
　また、当社ホームページからでもお申込みいただけます。
　お申込みを確認次第、請求書・受講券・会場案内図をお送りします。
●お支払いについて
　受講料は、銀行振込(原則として開催日まで)、
　もしくは当日現金にてお支払いください。
　銀行振込の場合、原則として領収書の発行はいたしません。
　振込手数料はお客様がご負担ください。

●個人情報の取り扱いについて
　ご記入いただいた個人情報は、
　事務連絡・発送の他、情報案内等に使用いたします。
　詳しくはホームページをご覧ください。
※ご注意※
　・お申込み後はキャンセルできません。
　　ご都合が悪くなった場合は代理の方がご出席ください。
　・参加者が最少催行人数に達しない場合など、事情により
　　中止になることがございます。

※□にチェックをご記入ください。

※申込みに関する連絡に使用するため必ずご記入ください。

　　（振込予定日　　　月　　　日）

□E-mail希望・登録済み
□郵送希望・登録済み
□希望しない

□銀行振込　

□当日現金払い　

S&T会員価格を
適用いたします。
(E-mailアドレス必須)

お支払方法

通信欄

今後のご案内

※E-ｍａｉｌアドレスまたはFAX番号を必ずご記入下さい。

サイエンス＆テクノロジー株式会社　
TEL 03-5733-4188　FAX 03-5733-4187
〒105-0013　
東京都港区浜松町1-2-12 浜松町Ｆ-1ビル7Ｆ
http://www.science-t.com 

※太枠の中をご記入下さい。

１．ゾルゲル法に一般的に用いられるコーティング溶液の調製法
２．金属成分が溶解した水溶液の調製法
３．水系ゾルの調製法　～どんな添加剤を用いるとゾルが調製できるか？～
４．層状チタン酸塩ナノ結晶のコロイド水溶液を用いたゾルゲル薄膜作製
５．層状チタン酸塩ナノ結晶のコロイド水溶液を用いた応用
６．チタン系以外の層状金属酸塩ナノ結晶のコロイド水溶液と
　　それを用いたゾルゲル法による金属酸化物薄膜の作製

●右記価格より、各コースを
2名で同時申込みの場合、
　1名あたり¥7,350割引いたします。
3名で同時申込みの場合、
　1名あたり¥10,500割引いたします。

※同一コースを同一法人で、
受講する場合に限り適用となります。

１．耐擦傷性塗料の種類と基礎　　　　２．PUR塗料と耐擦傷性
３．自己修復塗料とPUR　　　　　　　　　４．ハードコートの現状

１．ドライプロセスとウェットプロセス　　   ２．ウェットプロセス交互積層法 
３．親水・撥水による表面修飾技術　　　４．特殊コートのトレンドと今後の展望

１．ハードコートへの要求特性
２．ハードコート材料の現状と課題 
３．ナノ粒子を用いた硬度付与と新しい機能付与
４．ナノ粒子配合ハードコート膜の応用例（高機能化）
５．まとめ

１．はじめに
２．ゾルゲル法による撥水、親水コーティング 
３．ゾル－ゲル法による親水－撥水マイクロパターニング
４．まとめ

※各部5分ほどの質疑応答のお時間を含めます。

⇒ 講師紹介割引　36,700円（通常受講料の半額）　

講師紹介割引

申込代表者情報

DMセミナー申込用紙

FAX 03-5733-4187 サイエンス&テクノロジー
検索
サイトで で検索！HPからも

お申込みができます

自動車低燃費化

※価格はすべて税込み

【高機能樹脂編】　のみ申込み　12月3日

【エンジン編】　　   のみ申込み　12月9日

【CFRP編】　　　　  のみ申込み　12月16日

2コース申込み　【高機能樹脂編/エンジン編/CFRP編】　（参加されるコースに○をつけてください）　

3コース【全コース】申込み

受講料

参加セミナーに
レ印をお付け下さい

コース種別 Ｓ＆Ｔ会員価格

\49,800

\49,800

\49,800

\89,600

\129,400

\52,500

\52,500

\52,500

\95,000

\137,500

レ印

※複数のコースに参加される場合、各コースで別々の方 (代理の方 )でのご参加も可能です。
　別々の方でご参加をご希望の場合、ご参加者様のお名前を通信欄にご記入ください。

※申込用紙が複数枚必要な場合等は、本用紙をコピーしてお使いください。

会社名
団体名

部　署

住　所

TEL FAX

E-mail

氏　名

ふりがな

〒役　職

●お申込みについて
　申込用紙に必要事項をご記入のうえ、FAXでお申込みください。
　また、当社ホームページからでもお申込みいただけます。
　お申込みを確認次第、請求書・受講券・会場案内図をお送りします。
●お支払いについて
　受講料は、銀行振込(原則として開催日まで)、
　もしくは当日現金にてお支払いください。
　銀行振込の場合、原則として領収書の発行はいたしません。
　振込手数料はお客様がご負担ください。

●個人情報の取り扱いについて
　ご記入いただいた個人情報は、
　事務連絡・発送の他、情報案内等に使用いたします。
　詳しくはホームページをご覧ください。
※ご注意※
　・お申込み後はキャンセルできません。
　　ご都合が悪くなった場合は代理の方がご出席ください。
　・参加者が最少催行人数に達しない場合など、事情により
　　中止になることがございます。

※□にチェックをご記入ください。

※申込みに関する連絡に使用するため必ずご記入ください。

　　（振込予定日　　　月　　　日）

□E-mail希望・登録済み
□郵送希望・登録済み
□希望しない

□銀行振込　

□当日現金払い　

S&T会員価格を
適用いたします。
(E-mailアドレス必須)

お支払方法

通信欄

今後のご案内

※E-ｍａｉｌアドレスまたはFAX番号を必ずご記入下さい。

サイエンス＆テクノロジー株式会社　
TEL 03-5733-4188　FAX 03-5733-4187
〒105-0013　
東京都港区浜松町1-2-12 浜松町Ｆ-1ビル7Ｆ
http://www.science-t.com 

※太枠の中をご記入下さい。

素材技術・成形技術から見る CFRTS/CFRTP
の高性能化と成形速度向上要素技術

会場：東京・品川区大井町 きゅりあん  4F 第 1 特別講習室

第 2 部 CFRP/CFRTP の高強度化に向けた、 材料及び複合化技術
【11:10 ～ 12:40】 講師 ： 三菱レイヨン ( 株 ) 　豊橋研究所
                                                              リサーチフェロー　杉浦　直樹　氏

第 4 部 CFRP 部材の量産を可能にする
           PCM （Prepreg Compression Molding） 法の特長と適用例
【14:45 ～ 15:45】 講師 ： 三菱レイヨン ( 株 )　複合材料開発センター 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主席研究員　秋山 浩一　氏 

CFRP編
車両軽量化へ期待が高まる CFRP ！ EV への適用設
計・生産プロセス構築と材料・成形技術を解説！

受講料：52,500円 ( S&T会員 49,800円 )  ※資料・昼食付

第 1 部 量産 EV に学ぶ　CFRP への要求特性と課題展望
【10:00 ～ 11:00】 講師 ： ビー ・ エム ・ ダブリュー ( 株 )　技術顧問　山根 健　氏

１．次世代自動車への課題
　1.1 さまざまな規制とグローバルな
　　　 自動車台数の増加 
　1.2 背反する要求への
　　　 対応が求められている

２．ＣＯ２削減のための技術
　2.1 パワートレイン改良によるＣＯ２削減 
　2.2 総合的なＣＯ２削減 
　2.3 軽量化によるＣＯ２削減

３．電気自動車の役割と課題
　3.1 ＢＭＷにおける電気自動車の開発

　3.2 電気自動車の現状と問題点
　3.3 エネルギー回生技術

４．自動車用材料の転換研究
　4.1 ＢＭＷにおける材料開発の取り組み 
　4.2 ＢＭＷにおける材料開発事例 

５．ＢＭＷの車体へのＣＦＲＰ採用の取り組み
　5.1 ＣＦＲＰ採用へのロードマップ
　5.2 量産型電気自動車へのＣＦＲＰ適用設計
　5.3 量産型電気自動車への
        ＣＦＲＰ製造プロセス開発

第 5 部 直接射出成形法による炭素繊維高強度製品製造技術
【16:00 ～ 17:00】 講師 ： 東芝機械 ( 株 )　射出成形機技術部 部長 小池 純 氏

更なる普及を目指して！ 日時：2013 年 12 月 16 日（月）  10:00 ～ 17:00

１．炭素繊維について
　1.1 炭素繊維の特徴
　1.2 ＰＡＮ系炭素繊維の強度
　1.3 ＰＡＮ系炭素繊維の構造と各種特性

２．表面処理について
　2.1 ＰＡＮ系炭素繊維の表面
　2.2 表面酸化処理技術
　2.3 サイジング処理について

３．炭素繊維複合材料の界面特性と
       機械的性能発現について
　3.1 熱硬化性樹脂系
　　　○ 樹脂含浸性
　　　○ 界面接着性と
　　　　　コンポジットの機械的性能発現
　3.2 熱可塑性樹脂系
　　　○ 界面接着性と
　　　　　コンポジットの機械的性能発現

セミナー番号 セミナー略称

１．概要
　1.1 プラスチック製品に関する
        軽量化技術動向 
　1.2 ＣＦＲＰの種類

２．繊維樹脂射出成形
　2.1 長繊維ペレットでの射出成形 
　2.2 成形事例

３．オンラインブレンド射出成形機
　3.1 構造と特徴 
　3.2 成形事例 
　3.3 熱可塑性プリプレグを用いた
　　　 ハイブリッド成形への展開 
　3.4 成形事例

S131216 車と CFRP

※各部5分ほどの質疑応答のお時間を含めます。第 3 部 炭素繊維複合材料の成形性改良に向けた、
           中間材料及び成形技術 （仮）
【13:30 ～ 14:30】 講師 ： 岐阜大学　工学部　機械システム工学科
                                                                             准教授　仲井 朝美　氏　

※項目作成中。近日HPにて公開！

１．炭素繊維市場
　1.1 炭素繊維市場の
　　　 近年の動向と今後の展開
　1.2 自動車CFRP用途の今後の展開

２．自動車CFRP量産プロセスの開発状況

３．PCM（Prepreg Compression Molding）法
　3.1 PCM法の特長
　3.2 PCM法プロセス概要
　3.3 PCM用中間基材；
　　　 プレス成形用速硬化プリプレグ

　3.4 プリフォームプロセス
　3.5 プレス成形プロセス
　3.6 SMC（Sheet Molding Compound）
　　　 とのハイブリッド成形
　3.7 粒子コアPCM法による中空構造の成形
　3.8 外板部材への適用
　3.9 構造部材への適用

４．まとめと今後の展望
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